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良性前立腺肥大症に対するSH－582の使用経験

山口大学医学部泌尿器科学教室

 柏  木     崇

 桐  山  蕾  夫

 酒 徳 治 三 郎

EXPERIENCE WITH SH－582 IN BENIGN PROSTATIC HYPERTROPHY

Takashi KAsmwAGi， Tadao KiRiyAMA and Jisaburo SAKAToKu

From the DePartment of Uro／ogツ， Yamaguchi翫iversity School OアMe dicine

  Norhydroxyprogesterone caproate （SH－582）， a progestogen developed by Schering A．G．

in Germany with excel！ent clinical e租cacy de皿onstrated holne arld abroad， was used for

treatment of 20 patients with prostatic hypertrophy． The obtained therapeutic results were

discussed on objective findings including the rectally examined size of a gland， tumor his－

tological changes and biochemical findings as well as micturition， frequency and other sub－

jeCtiVe sympto皿s．

は じ め に

 泌尿器科領域において前立腺肥大症は老人人口の増

加にともない徐々に増加する傾向がある．前立腺肥大

症に対する保存的治療は過去30年間，種々なホルモン

療法がおこなわれて来たが，その治療成績は必ずしも

満足なものではない，今回シェーリング社の開発によ

る強力なgestagen作用をもつSH－582を使用する

機会を得たので臨床症状を中心に治療効果を検討し比

較的満足な結果を得た．

薬剤および投与方法（量および期間）

 SH－582，1A，1m1中に19－norhydroxyprogeste－

rone caproate 100 mgを含有する．投与方法は1回

200mg週2回1％リドカイン1ccとの混芽にて磐

筋におこなった．期間は最低2ヵ月3，200mg，最高5

ヵ月8，0001ngで平均3ヵ月である．

        投 与 対 象

 1970年2月より6月までの5ヵ月間に山口大学附属

病院，下関国立病院，山口日赤病院益田日赤病院を

受診した前立腺肥大症患者25例で，年齢は50代2例，

60代12例，70代9例，80代2例，最低年齢59歳，最高

年齢83歳である．Grade別には1度3例，■度12例，

皿度7例，W度3例である（Table！）．

Table 1

Age
  薯§ 妻§§長ξ  、§

  56 yeors 2

Grade

菖

H

川

IV

臨 床 効 果

3

12

7

3

 治療効果は全身状態，頻尿，尿流，残尿，ポテンシ

ー，前立腺触診などを主として観察し，全身状態の改

善を認めたもの4例（16％），頻尿の改善を認めたもの

17例（68％），尿流の改善を認めたもの18例（72％），残

尿の改善をみたもの15例（60％）であり，ポテンシーの
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Fig． 2

低下を認めたものは3例（14％）であった．しかし治

療終了時に触診において前立腺腫の縮小を認めたもの

は，ほとんどなかった（Table 2）．

残尿および頻尿の改善について

 残尿が著しく減少した15例について，その時期およ

び排尿回数との関係を観察すると，両者ともに薬剤投

与後2～4週すなわち800～1，600mgで著しい減少

の傾向が認められる（Table 3）・表中の6，7，12，
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Fig． 3

13，14例の5例は残尿が多く2～4週間の持続導尿を

おこなったもので厳密には効果判定から除外すべきも

のかもわからない．

生化学的諸検査成績について

 生体に対する影響について末梢血，肝機能，腎機

能，血清電解質，尿中ステロイドの検索をおこなった．

イ）末梢血：赤血球，白血球，ヘマトクリヅトは投与

前後の変化は，ほとんど認めなかった（Fig・1）．

ロ）肝機能検査lSGPT， CCFT，アルカリフォスフ

ァターゼ，A／Gについて検査をおこない， CCFTで

1例に上昇，およびSGPTにおいてやや上昇の傾向

を認める以外に異常は認めなかった（Fig．2）．

ハ）腎機能検査：PSPによる腎機能検査によると投

与前後では，いちじるしい改善を認めるが，5例中2

例は持続留置をおこなったものでSH－582による改善

とみなすには早急である．しかし残尿量の低下により

附属的に改善されるのはたしかである（Fig． 3）．

二）血清電解質：SH－582400 mg筋注前後の血清電

解質Na， K， C1， Pについては，いずれも投与前後

に有意の差は認められない（Fig 4）．

ホ）尿中ステロイド：SH－582400 mg投与前後の尿

中排泄17－KS，17－OHCS， estrogenについて検索を

おこなったが，17－KS，17－OHCSについては，ほと

んど変化を認めなかった，しかし3例のestrogenの

測定の結果9γ／dayが17γ／day，および3．5γ／day

が9γ／dayと2例に上昇を認めた（Fig．5）．

泌尿器科的X線検査

てUCG所見上に膀胱底部の低下，後部尿道の短縮が

認められた（Fig．6），

組織学的所見

 全症例について投与前後に生検をおこない手術をお

こなった症例については摘出標本，染色法は，HE染

色にておこなった．
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全症例において観察した結果2～5ヵ月の短期間の投

与においてはHE染色では，ほとんど変化を認めない．

 また，一定の症例にSH－582の前立腺腺腫内局所注

射をおこなったが，これも腺腫が縮小するような組織

的変化は認められなかった．

        副  障  害

 副障害については投与を中止せねばならぬような重

篤なものは認められず，わずかにgynecomastia，

potencyの低下を認めるのみであった．

 ただしSH－582の筋注は非常に痺痛が強く単独使

用は不可能のように思われ，リドカイン等との混注が

適当と思われる．

        お わ り に

 SH－582を前立腺肥大症患者25例に使用し，次のよ

うな結果：を得た．

 ①SH－5821回200 mg週2回筋注により全症例

の60～70％に比較的早期に自覚症状の軽快をみた．し

かし，この時点では前立腺の触診において腺腫の縮小

はほとんど認めなかった．

 ②末梢血，肝機能，腎機能，血清電解質等の検査
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において，投与前後にほとんど有意の差を認めず，尿

中エストロゲンにおいて，やや上昇の傾向が認められ

た．

 ③SH・582投与2～5ヵ月の組織的変化はHE染

色においてはほとんど認めなかった．

797

 ④副障害は，軽度のgynecomastia， potencyの

低下を認めたのみであり投与を中止すべき重篤な副障

害は認めなかった．

 本論文は1970年7月11日東京でおこなわれた第2回SH・

582シンポジウムにおいて発表した．


